
つながり性のある建築　～水面と出会うレストラン・カフェ～ 加藤研究室　A18AB085  田中 弥沙

研究について

　バルセロナ・パビリオンにみられるつながり性ある空間構成から構成されるレストラン兼カフェ。
 　建物下部の基壇により、前方にある道路などの現実的な部分が消去される構成になっている。また、基壇上の人口水面と海が繋がって見えるようになっており、水上にいるような非日常的な感覚で飲食を楽しむことが
できる。

　椅子に座った時、テーブル面と水面
が平行になる。目線上に水面が見える
ため水のうつろいを眺めながら飲食で
きるスペースとなっている。

　床面と水面が平行になっており、そ
の先に見える海と繋がって見える。ま
るで海の上に建っているレストラン・
カフェにいるような非日常的な感覚で
飲食を楽しむことができるスペースと
なっている。

　椅子に座った時、水面が頭上に位置
するようになっており、海の中にいる
ような感覚を演出した飲食スペースと
なっている。
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アプローチ部分パース

計画

　バルセロナ・パビリオンの
2N部分の空間構成を取り入
れたアプローチ部分。
　正面方向へのつながりが強
く、奥への期待感が創成され
ている。

　バルセロナ・パビリオンの
9N、7S 部分の空間構成を取
り入れたアプローチ部分。
　主に上へのつながりが強
く、開放感ある空間になって
いる。

【計画地】
　愛知県蒲郡市
【敷地の特徴】
・海が見え、自然に囲まれた立地
・標高 2.7mでやや平地
・南側に竹島が見える
・北側にマリンロードがあり、そこに繋がる道  
路から敷地へと繋がる
・徒歩圏内に竹島ファンタジー館、竹島水族館、
生命の海科学館などがある

【営業形態】 カフェ、レストラン
・営業時間 /8:00~21:00
・メニュー /パスタを中心としたイタリアン料理、カフェドリンク、ケーキなど
。予算 /約 500 円 ~2,000 円
【対象者】
・観光客、地元住民
・10~60 代の男女
【コンセプト】
・海を見ながら飲食できる
・水面と海が繋がって見える

断面図

　バルセロナ・パビリオンの
5S、6S 部分の空間構成を取
り入れたアプローチ部分。
　直線状に並ぶ休憩空間のあ
るアプローチ部分。

　バルセロナ・パビリオンの
5S、5N部分の空間構成を取
り入れたアプローチ部分。
　穏やかな水面を眺めながら
休憩できる空間。

　A-A’ 断面図
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　B-B’ 断面図
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